
史料紹介：

察朝碑文集 III 

察朝開国功臣関連碑文（ 2 ）一一

八尾隆生

Bai Tu li~u: 

T~p Van bia thM Le III 

-Bia Khai quoc cδng than nha Le (2）ー

はじめに

前号に引き続き、禦朝関国功臣に関連する碑文

の文面を公開するが、予想通り、前号には多くの

功臣碑及び資料の来源

碑文対象者 建立場所 存在状況 拓本

院織
NgMAn省NghiLQc

。 主HN
県NghiHσp社

丁丁列種・丁蒲・ 百泊iBinh省Vii官官県 。 V1丑q
Song An社

整魁 不明 × × 

院隻
τH省DongScm県

。 × 
Dong Ninh宇土

鄭可
百f省V-mhl..Qc県

Vir由Hoa宇土
ム × 

鄭公互
τ百省Yen干をjnh県

。 × 
日曲目i社

以上が前号掲載分

禁抄
τH省官lQXu知県

。 × 
Xuan Thien社

社大
TH省官lQXU釦県

百19L包1社
塑j読不能 × 

陳棺
TH省官、i白IH6a県

。 × 
百時uQuang社

略号：

YAOTakao 

ミスがあり、更に昨冬の調査で編者が把握してい

なかった情報を手にすることができた。以下では

まず「禦朝関国功臣関連碑文（ 1 ）」の訂正・補

充を行う。

筆写本 過去の公開 碑文の性格

1(6)並塾講百割 。 功臣碑文にあらず

。八尾 × 功臣碑文にあらず

。皇越文選 。 功臣碑文にあらず

。家譜 PDD,BXV 佐命功臣碑文

OPDD，~ × 功臣碑文にあらず

。八尾 × 功臣碑文にあらず

。家譜 × 佐命功臣碑文

。家譜 PDD 佐命功臣碑文？

。家譜 × 功臣碑文にあらず

TH＝τ'ha:r由 H6a、 VHN=Vi~nNghien cUU H釦 Norn,Trung tam Nghien口m 悶10aH9c xa h(>i va Nh釦
van Qu6c gia （国立社会人文科学研究センター所属漢晴研究院）

PDD=Phan D斜Doan（ファン・ダイ・ゾアン教授）

BXV=BiliXu紅＼Vy（プイ・スアン・ヴィ研究員）
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記号：×＝無し、。判読極めて良、 O＝判読良、ム＝判読困難
下線部分が訂正個所である。鄭公旦及び陳摺の碑文の所在位置の誤りは、編者のフィーノレドノートの誤
写によるものである。

＜既蛾＞

釈文の第 1行目は碑文の題（原碑でも右から左

への横書き）で、本文ではない。また、本文が公

開されてはいないと編者は思っていたが、ハノイ

のハンノム研究院所蔵『故禁名臣譜」（図書番号

A.160）に本文が全文掲載されていることを発見

した。また、ハンノム研究院の最近の拓本収集作

業により、現在では同院に本碑文の拓本がすでに

存在することを確認した（拓本番号： N.30451-

4）。一方、ハノイ師範大学元教授グエン・ディ

ン・チューNguyenDl曲 ChU氏（ご子孫の一人）

が中心になって1993年に『同国公院地一族譜・

遺訓・付録』（グエン・ディン族会議編）が出版

され、原文のヴェトナム語訳が掲載されている（！）。

また不鮮明ながら碑文の写真も掲載されている。

更に1997年にはゲアン（X安）において院焔に

関する学術会議が開催され、その報告書『太師同

国公院焔』（社会人文科学研究センター ・X安省

人民委員会編、ゲアン省文イじ情報局刊）が出され

ている（2）。

＜繋康＞

禁康は「禁魁」の誤り。察魁も繋利の兄繋除の

子で、梨康の兄弟にあたる。

く鄭可＞

2001年12月にタインホア省科学図書館の故プ

イ・スアン・ヴィ氏の遺稿を見せてもらうことが

許可された。鄭可碑文も氏の筆写版が存在したが、

時間の制約のため、満足な照合ができなかった。

次回に期したい。

次に、今回公開する 3つの碑文およびその対象

者につき略述する。

＜懇抄＞

藍山出身の武臣。功臣ランキングではさほど高

い位置にあったわけでもなく、禁朝成立後は「全

書』の記述にもあまり出てこない。ただ、同じく

開国功臣である長男繋寿域が特に聖宗朝で重用さ

れたため、仁宗期に没したにもかかわらず、聖宗

期に碑文が贈られた。現在はサトウキピ畑の中に

存在し、特に上部と下部の摩滅がひどい。 1992

年秋と95年12月の2回筆写を行った。

この碑文の他に、マイ・ホン氏（ハンノム研究

院研究員）によれば、現ハーナムHaNam省ピン

ルク B祖hLl,lC （平陸）県ファムサーP同mXa社

に繋抄の子孫のー支派が現存し、院朝期の碑文も

存在してそれを氏が紹介している（3）。しかし、

禁抄の家系を襲朝太祖察利の兄禁除につなげてお

り、信用に値しない（原物を編者は未見。またハ

ンノム研究院にもこの碑文の拓本は無い）。

く社大＞

同じく藍山出身の武臣。もとは「犬」という名

であったが、「大」に改めたとされる。仁宗生母

宣慈皇太后院氏と関係を深め、同輩の大臣を次々

と追い落として政権を握る。そのためか、聖宗の

彼に対する評価は低い。杜氏の家譜には「光淑太

后謝恩事跡」と称する文章が存在する。これは仁

宗の妃の一人であった光淑皇太后が仁宗に些細な

ことで殺されそうになったところを社大が助け、

仁宗が没して皇太子であった聖宗が即位した後、

母子共々謝恩のため、団地を給したというもので

ある。光淑呉氏は太宗の妃であり、聖宗は皇太子

に立てられたことはないし、仁宗の子ではなく異

母弟である。宣慈皇太后が聖宗の生母光淑呉氏を

殺そうと計ったという俗説があるほど、聖宗と宣
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慈院氏・杜一族の関係は微妙なものであり、これ

に対処するためこのような文章が担造されたので

あろうか。

碑文自体は完全に摩滅し、一文字も読めないが、

家譜（1998年12月現地にて収集）の中にそれを

書き写した部分があり、それをもとにゾアン教授

が「タインホア歴史研究」誌第 l号に翻訳文を公

開している｛九また、ヴィ一氏もヴェトナム現

代語翻音及び翻訳を行っているが、タイプうちの

原稿のままで、来公刊である（タインホア省科学

図書館蔵）。

＜陳掴＞

同じく藍山出身の武臣。その子陳欄も開国功臣

の一人である。彼も繋朝成立後は政治的に活躍し

ていた形跡があまり無く、正史にその事跡がほと

んど記されていないことに憤慨した子孫が中心に

なって作った碑文が今回公開する洞堂碑文であ

る。 19世紀半ばの碑文であるため、ほぼ完全に

読むことが可能である。 1992年秋と95年12月の

2回筆写を行った。

原文及びその見方

今回の碑文は保存状態が各碑文によって相当異

なっているので、体例もそれぞれ異なる。

まず、禁抄碑の上段は家譜（碑文のすぐ近くに

現在も住んでおられる一族の方が所蔵）の中に残

された筆写文（おそらく院朝時代に筆写されたと

思われる）、下段は原碑文を見た上での編者の訂

正である。上記にあるように、原碑の上部と下部

は摩滅が激しいため、改行部分がほとんどわから

ない。よって改行マークは付さなかった。“ロ”

は判読不能の文字がー字、“ム”は複数文字（字

数不明）あることを示している。また“・”は原

碑に文字があるにも関わらず筆写文に一文字欠け

ていること、“一”は逆に原碑には明らかに存在し

ない文字が一文字筆写文に存在すること、“国”

は原碑もしくは筆写文に一文字空欄があることを

務朝碑文集 皿 察朝間国功臣関連碑文（ 2 ) （八尾）

示している。

次に杜大碑は原碑が完全に読めないので、二

つの筆写文を対照した。上段がタインホア省テ

イエウホア百ii~u Hoa 県テイエウフック τni~u

Phllc社に、下段が同省クアンスオン Quang

XUO'ng県クアンタン Quangτnang社（現在はタ

インホア市内に編入）に残っているものである。

用いた記号として、“口”は判読不能の文字が一

字、“ム”は複数文字（字数不明）あることを示

している。また“・”は一方の筆写文に文字が

あるにも関わらず他方に一文字欠けていること、

“・”はどちらかの筆写文に一文字空欄がある

こと、“＝”は裂失部分であることを示している。

“0”は原文のままで、おそらく原碑に従って

改行や空字を示すために付されたのであろうが、

原碑によって確認できないため、改行位置を示

す記号は使用していない。“［ ］”は割注を表し

ているロ

最後に陳棺の碑文は院朝時代のもので保存状

態も良いので、原文のみを記載した。各行の先

頭の数字は行数を、“」”は改行を、“口”は一文

字読めない文字があることを示している。

註

(1) H9i D'ong Gia tQc HQ Nguyen Dlnh (Nghi Hσp-

Nghi L(lc・NgheAn), Czt<Jng Qu6c Cong Nguyen Xi -

Tl)c plui -Di huan -Ph!' 11,'C, 1993. 

(2) Trung泊mKhoa hQC Xa hQi va Nhan van & Uy 

ban Nhan d包 tlnhNghe An, Th<ii szt Czt<Jng Qu6c 

Cong Nguyln Xi, SCi V沿ih6aτ'hOng t泊 NgheAn, 

1997. 

(3) Mai Kong, Le Sao va dむnghQ cila ong qua ba t益n

bia ~di tfch 出 d¥fO'nghQ Le d Ph~m Xa, D泊hXa, 

B凶lLlJc, Ha Nam, trong: Th6ng Bao Han Norn h(Jc 

Nam 1998, Vien Nghien c血lHan Norn, 1999. 

(4) Phan D与し Vanbia也h d~o D6 Kbuyen, T(lp chi 

Nghien cuu Lich su Thanh Hoa, s61, 1985. 

PhanD~i は Phan D~i Doan先生の筆名の一つ



く察抄碑文〉

（碑題、右から横書き）

之功開皇

碑臣園越

贈特進内入検校大司徒平章事上柱園郷土侯佑賜姓議靖簡繋公碑銘井序

ムムムムムムムムムム ロ 卿ムムムムムムムムムムムムムム

公詳抄清化府梁江牒断梁吐人姓裳氏初仕子筋重輿後元中震域額大夫千牛衛将軍管領御前直童軍加

口口口 口口 口口口口口 武口 ムムムムムムムムムムム

光椋大夫車・衛大持軍・・時南風不暁胡虜宣騒民墜塗炭重二十年我

ム ロムムムムム ムムムムムムムムムム

太祖高皇帝奮自藍旬大集義師以震弔伐之奉公知其帝業必興遂委質篤臣弗離朝夕園田帝知其忠賓可

口口口口我 口口口 ロムムムムムムムムム 口

任伴奥贈太惇察文霊侍中毒患程・即遇之其都邑諸珊未童臣服知麓拝印向箇藍厩頼者．倶従4砂帝悉討

口 口口口ム口 口口口 口口口口也公・口

平之自是遠近庶邦莫不向赴・・・・・帝乃召諸管郎諭之日計吾今日糞以獲安惟納質輸平耳不知誰

口 大口時ムムムムムム 口 口

可使者公即毅然請往是以得緩戊戊初落水之役以後凡攻一城署一地陥一陣・・・帝在城地命公以路

ロ ムムムムム 略口口無ムム 口口

文律軍士f旬東都観賊虚賓卒之忙正蜜俸之戟果得大捷乃還帝偶其勢授園清化府尉·~砂知諸事令護内

ムムムムム口 口 口口口口 ・内府 口

軍国・帝有好後篤文律所間因．帝奥賊相持反謀襲帝帝大破之時公董府事甚敏故妃后績勝得免於難

ムム ロロ・口口口口口口口 ロ ムムムムムムムムムムムムムム

乃由塊！採至霊山糧絶輸月勝士疲.A企企.A.A.A帝周旋来帆暫施殺象饗士賓食其肉行至忙正帝謂勢猶

多口亡者口公ム 口ムムムムムムムムムムムムムムムムムム
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恕朝碑文集 皿接朝開国功臣関連碑文（ 2 ) （八尾）

盛未可力支前日輪平之事宜若可行一以箭我力之困一以視彼敵之情因復遣公・圃可紐宜早潟固＠帝

ムムムムムムムムムムムム 口 口 往ム口 口・

乃直抵父安之茶郷登降諸敵城市天下之勢展段時子一失以是命知内密院掌官朝宮印未幾遅父安府同

口 ムムムムムムムムムムムムムムム 口口 口 口口口

知府鎮撫軍民事国国府大知府知軍民事丁未帝分命諸賂出之東西二都公何守化洲以防占賊其意以矯

ムムムムムム ムムムムム 口口口 口 口口 口口口

占賊興我化掛l接境ー有披狙即我不得専意東西而天下A且紛紛失且公文武兼備有非諸人所及可以遠

口口口州 口口 口 ムムムムムムムムムムムムムム 口

国之寄付之令彼不敢南窺則北虜可平也公至府即申筋競令訓練軍士繕城壁修甲兵国封折豊諸強理企

口 口 口口 ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

日辞ー有逆命如存益者即行諒討随以象二千隻及立捨首級来猷順天元年・・加金紫光椋大夫順化州

ロ ムムムムムムムムムムムムム ムムムムムムム 口申 口口口

大知府思容海門鎮冠軍将軍賜園姓公之守慈工也吏稿其職民安其業占賊平息A企企民到子今稿之紹

ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム無事 口 口

平五年戊午以入内．遣尚書省左参政事知東道軍民簿籍企壬戊改北道提暴異武観郷侯太和元年発亥

ロロ ー ムムムムムムムムムムムムム口口口口

加大全海門鎮冠軍持軍入内大行遣尚書省右僕射銀符飴知故二年甲子加参知政事企企A企.....四年丙

口口口口 三年乙丑ムムムム

寅加保正功臣撫軍崇進入内企企...............企A企...................................企.............企A企企......企...................

ムムム 口口口口 少保知海西道八年庚午加推忠保正功臣鎮国大将軍参預朝政知北道提暴

...................企......................企...企尚書令上柱園鈴如故公之在朝廷也知道三銭人成築業市徳治恩朔僅

異武観大観神光寺牒侯累加推ムムムムムムムムムム 口口口 口 口口

簡四督士皆宿飽市億菓貫援掌天下詞訟而政事修暴朝之元老園之典型天下之人無不属望十年壬申五

口 口口 ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
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月十一日以疾莞年七十有一仁廟深加痛悼震之三日不視朝遣官諭祭時麓有加贈入内検校司空平章事

口 口口口口口口 口口ムムムムムムムロロムムムムム

上柱園賜金魚袋銀符鯨侯伺賜園姓詰靖筒給太堂特乞・勅贈都督署き忠線五道軍獲喪八月二十四日還

常時ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

葬子断梁之原耐子祖也延寧改元甲戊加贈亭上侯後七年己卯園遭大嬰民震靖簡企之企子＆讐義不戴

ムムムムムムム 口 口 公ロムムムムム

天奥前入内司馬密預朝政饗仁順等共唱大義賛入内右相図書号蟻禦列等三四大臣以定其策越明年庚申

ムムムムムムムムムムムムムムムム 口 口 口 口口

六月六日親訴A企田上即位建元光順於是皇網斯正宗吐以安天下之人事欣欣然而相告日園家有賢世

ム及ムムムムムムムムムムムムムムムムムム 口 口口口口

臣靖簡公有賢嗣子纏今以往宗祉可盤石吾民可証席失

口 法口口口

上既即位進裕戎宿総加知御前中親軍関内侯賜園姓加銀青光勝大夫思容海門鎮奉宣使殿前司都検知

ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム口 口

参知政事知御前親軍井御前左右......企吹笠等隊上護軍累陸保正功臣冠軍持軍総戎府入内少尉参知

口 羽林ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

政事行殿前司都検貼知御前各軍提奉大覧神光寺柱園関内恭武侯飴知故..............企臣贈公郷上侯又

ムムムム 口年八月ムムムムムムムム

因其子之功加贈入内検校大司徒平章事上柱国公父詳有公二兄日改日製義旅之輿倶化於事女兄弟四

ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム 口

.............企.......................寄山魚尉馬都尉尚梁園公主生女臼璃後公亮四年卒次四年仁良篤殿前司指

日載目見日出日適ム人ムムムムムムムムムムムムムム ロ ・・
揮使知御前調衛後軍次局正監次槍未仕女人長注適藍京総管繋舌次丙早寡次検適入内大行遣察景聡

胡 ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
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翠朝碑文集 回接朝開国功臣関連碑文（ 2 ) （八尾）

次楊適近侍串生四局正掌察賓次驚適親随舎人五局....人次桃次律未昇前夫人爺氏以園初嘗預息難

口口 ム.6..6. .6. .6. .6.ムムムムムムムムムム.6..6. .6. .6. .6. 

之故封碩人無子先公卒後夫人家氏視公加贈封碩人審域寄山検楊驚桃皆碩人所出書域・園女王封恭

ムムムム.6..6.ム 口口 口 ムムムムムムム

人従碩人例也孫二十人公姓寛厚恭倹治家有法子孫鮮有違種待人以仁大小無不敬愛初佐

AムムムムムムムムムムムムムムAムAムムムムムムムムAム

高皇帝平定都邑悉令臣服以創園家之業総獲内軍終始完謹以堅士卒之心納質行成規敵強弱以魚進守

ムムムムムム.6..6.ム.6..6. .6. .6. .6. .6.ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムA 彊

之固鎮守化州戎渇定庫伴無南顧之憂......天下難種輩奇謀粛冠緯績因不多遜台事

ロロ ム.6..6.ムムムムムムムムムムムムムムムム

太宗真宗皇帝Eタ匪慨承事肢障同心同徳政無不修時和年豊安民阜圏内治遁秋寧畢公之弼亮四世銚

仁 ムムムムムムムムムムAムムムムムムAムムムムム 口口口

崇之聖天ー柱量得専美於前我・・園家其道勲烈之盛視昔愈光上合之有穿西平之有恕又表於玄乎光

ロ ムムムムムムムムムムムムムムムムム.6..6.ムムムAムムムムムムムム

是人年寄域既以銘関子朝臣伯接時己奉・勅撰成至是勝刻於石復以A之従今贈職魚言窃惟古人以揚

ム 口口口口 AムムムムムムムムムムAAム

名顛親魚孝之上者今番域承父之惇克大其業如此可不謂之孝乎宜紀其賓以震後世子孫之勧銘日

ムムムムムムムムムムムムムムムムムムム.6..6. 口 貸 口

粛粛靖簡 維園之良 首従義旅 製難備嘗 蓋護府事 墨我椴糧 行規敵国

ムAムムAム.6..6..6.ムムムムムムムムムムムムムムムムムム.6..6.ムム.6..6.ムAムムム

砺我斧所 以攻以守 胡虜是壌 初保化羽 ............ 政化大行 東北海岱

ロロ 口州 口口口口 口口口口 口口口口

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

威聾遠揚 及至京師 恩給誕敏 東北海西 綱維主張 金鼎正絃 左右賛裏

口口口口 口口口口 口口口口 口口口口 口口口口 口口 ロ
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績悲三世 迄今愈章 ..........企A 企......... 特遭内愛 泊請し天常 首唱大義

口 口口口口 口口口口 時口口 口口口口 口口口口

破滅陸梁 親扶日毅 光子四方 企........................................... 企............... 
口口口口 口 口口口我人斯 亦口之鰐 口天之業 口公有口

元旦不朽 訟柏青青 寵夫堂堂 銘以子後 千載難志

死E口口 口口口口 口口口口 口口口口 口口口口

光j頓参年捌月初試日通奉大夫園子監祭酒騎都尉上寄班臣庇伯膜謹撰中議大夫中書省黄門郎雲騎A

ムAムムAAムムムムムムム.6..6.ムムムムムムAム.6..6..ムムムムムムムムムムムムA

都尉散郎謹書...............企...............企................

ムムムムムムム右班口経口口口口人天ム
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接朝碑文集 田 繁朝開国功臣関連碑文（ 2 ) （八尾）

く杜大碑文〉

開園功臣太師定国公杜大碑事跡．．。．．．．．．．．．．．．．．．

・. ...  .・・［碑今在雷陽牒延豪社墓亦在伊祉奔抄］

推忠賛治胡運同徳功臣嘉興銀節度太使特進開府儀同三司入内検．太停平章軍国重事上柱園兼占城

誠 校

園茶麟訓1輔導賜金魚袋金符郡E公賜園姓加贈左相園太師定園公．．碑銘奔欽

姓 ＝ 神道

·~砂延寧六年己卯正月＠入内検校太尉平章軍国重事賜園姓君主公得坊疾翌日 0・上賜銭萱高捌千貫

0 0 ・ ・ 0 一八

．勅書官治平使間候自寅至未終稗子路疾草・4砂上臨視之駕同良久公崩．．上魚痛悼綴朝三日尉轄

草 00 00 

思数無比特贈入内検校太惇平章軍国重事左相園太師謡忠定給太常辰杷遣入内検校太保平章軍国重

尉左相圏平章軍国重事 停

事禦随賜祭其神道碑銘以命臣如堵共成之公誇大清華省［今・清化］古雷［今．雷陽］之多美［今

4砂改 改

．盛美］。其先姓杜氏祖詳良父詳語賜際、侯祖批察氏批亦禦氏菅賜郡夫人以公貴公於陳建新二年歳

改郷 ． 程

生於園朝之末明年兵南下其父戟死子謬水海口公子遇詰L離之際知0・・太祖高皇帝養晦於藍邸委質・ 00

潟臣戊成明冠来攻藍邑義兵屯洛水魚賊降愛引賊関行襲我後公被執至南関月館遁還．帝喜問賊情具

開南 0 

言東関白日有警相追捕劫掠者帝笑日此賂乱之兆自是復侍従左右顛浦弗離帝知其可用乃使監梁蚕梁

藍

江等軍乙巳初授近侍署五局祇侯正堂奉徴経歴険難署無愛色丙午正月官軍至父安玉油駐監大司徒程

4砂袈 替
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元粁審軍招集杜家玉油等牒纏命監衛儀軍奥饗舌設伏兵於憂橋斬指揮章尚又僑指揮庇築冠掠丹船海

口輿饗舌等領兵撃破之斬誠及溺死者甚衆九月命総監謂化中路軍民事典通侯黍仁謝．長快供等路進

4砂 殉挟

園至霊域既而別領兵数千経署市橋昌江等城所向賊皆風鹿十二月輿人封分道引兵直抵菩江崇攻万鵠

・又

賊救衆入城不敢復出屯拠江崇以裁其樵蘇之路是大江東北量潟我有丁未十月授震化鎮招討使総監三

城 築 ・
江輿太監鄭可攻之江城·~砂宣光陀江各署軍遊撃援兵之由雲南進者師行至窓舎・其寧伯公縦兵撃破

既降 ． 遇
之水尉察査纏至乃合兵撃総兵勲園公休昆於窓密又大破之斬誠及獲馬騒牛畜戟器輸重不可碑紀援兵

太 舎 犯

既珍各城遂降戊申正月帝行東開城都駕命兼知内殿及東西南北四道都太監内外諸軍事以代耳目賜口

. ~’ 

平軍一隊以寵之本月授金紫光職大夫左麟虎衛上勝軍賜金魚袋上軽車都尉銀符列侯賜国姓是歳四月

受 経＠

皇帝即位建元順天人月詔受同総知俸聖衛諸軍．．領天網中聖胡運兼知御前銭突調各兵二年藍京命

撃破

公権管五道諸衛軍事鎮守駕同夜至域内有旨令開門公日暮夜難訴不敢奉詔帝命侍臣乗燭照之且呼公

4惨令煩．

日皇帝在此乃関門因奉詔旨公随聖駕以入三年陸同総管賜金符十二月復程従征往占城園洲師還都以

公陸太保正功臣金紫築職大夫神符海門奉鎮宣使行軍総管捧聖衛諸軍事同管領銭突中聖胡運管領天

俸 ー一一
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懇朝碑文集 皿 祭朝開国功臣関連碑文（ 2 ) （八尾）

網軍太監内外諸役正護軍賜金魚袋金符皇帝起藍邑開創大業既成其始今疾大漸巳不可鴬卿等其普輔

銀

吾見克成阪終以共享天椋乃賜公聖訓一本黄金五十雨伴受顧命帝崩公興諸大臣復躍奉太宗即位紹平

4’ 
φφ封功臣陸入少尉参知西海道諸衛軍事兼知内外毎役例使太監内外知故三年五月伴兼領親随舎人

元年 使

各局七月陸清化農貢鎮撫軍大持軍柱園字侯四年加参知政事六年命知御前各軍賜金刻云敬徳金符太

華

賓元年庚申三月＠太宗親征往順海訓l命公留守体察内外知鎮撫前殺後奏三年皇上誕生．仁宗皇帝以

0 0太

公謹厚特命保養及務執哀牢犯逮詔公帥師討其罪師至陀浪遇敵接戟劫其兵進軍卜加屡戟屡捷追至鋲

·~’行桓 進

釘蒲稔罵洞又連破之賊持担刺僅以身免乗勝逐北至鄭北察而知之奉．捷陸入内司進爵．職三年八月

紐 奏 日卿

·~砂太宗皇帝崩辰属危疑四年三月公奥大臣奉・・皇上即位而内是親抱捧既而．議請．皇太后霊簾

00 00 公 捧抱又有 0 

悪政圏内以安・太和元年美亥．．陸崇進入内都督平章軍国重事．．．．．兼清華中路古雷＠嬰洞

政己 O 四月 ”・梁江鎮撫軍＝＝＝在陽

社掻管本語土民人辰明園使醇謙至見公常在．．左右動止可観問是~何官損者封以保停臣謙日寄托得

=0上

人失三年六月良日特進揚武功臣梁江鍍上賂軍特進入内都督平章事封公侯．皇上専以心服委公公有

0 腹心用

謀獄則先入告及議定人無知之十一月進爵牒侯四年占城冠遠大臣皆奉命但征惟公日夜総宿管以静内

猷謀 衛
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外陸推誠佐理揚武難静功臣嘉興銀標騎大持軍特進．府儀同三司入内検校・・大都督平章事行軍同

賛． 開 太惇．．

都総管白太監内外知内殿各役兼知御前諸軍上柱園賜金魚袋金符牒上侯後占城貴由試其主．朝廷議

銀 O

伐之公日占城乃無種義之園彼難君臣易位是其夷俗所・5丑宜置之度外萱可再暴以勢吾民議遂．寝九

以 乃

年八月加特進開府郡上侯公以震大臣不宜典禁兵親細務累疏乞解知御前諸軍太監内外諸役其官授洲． 
i車有係居民之網4砂亦皆納還従之允其請十一年進爵園上侯4砂延寧二年乙亥八月．陸推誠賛治胡運同

・口密久 ・ 0 公．．．．．．．．

徳功臣嘉輿鎮節度太使開府儀同三司入内検校太惇平章軍園重事上柱圏兼茶麟洲輔導賜金魚袋金符

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．

郡亜公是年請修雨朝貫録．皇宗玉牒及乞奉朝＠請正議大政皆従之由是三四次・召問及輿執政曾議

・・・・・ 0 議 。

公左右．三朝始終一節洪量足以有容宏才足以経遠内賛王献外裁廟論百責所草終不動心賞多難危疑

0 内 傾危

之際整掲誠忠以身保天下之安危而其鎮定有若中流之砥柱鴬政惟守成法以寧民如泰山喬岳寂然不動

= • ~砂 推巌

而功j畢所及者衆臨終遣表亦勤上遵守成憲公賞罰訴白君子小人館無所及魚人端重厚寡言笑風采口峻

． 法 4’
喜怒不形公飴端坐小問題講書史凡有閥時政莫不静思之祭把致清潔蓋誠孝親戚僚友有吉凶．慶弔稿

辰 豊 事

其情義晩年第家訓教子孫使之勤忠孝循種義節暗欲懲念懐睦宗族揮師友勿患得失勿軽段春従普遠悪

懲、
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都朝碑文集 皿 祭朝開国功臣関連碑文（ 2 ) （八尾）

崇倹去者慌終知始以保家業喪葬祭紀一道・朝廷定制及酌古腫・魚所得．母惑僧道翫誘母救世俗宥・0園朝 之 1%

f多虚費資財豪潰神明以致陥身於有過之地其訓以授公爽碑主主記事寝疾謂公爽日我輔弼三朝位居首

｛普

相年登六十人事己登今得老死臨下天意於我不篤不厚爾子孫能遵吾家訓我難委骨九泉無憾失園初常

預患難及保護．聖錦之力祖批顛批正室皆封贈郡．夫人子男九長4砂貫之同総御前銭突軍中亦老貫之

0 功累封至叔人先公卒公 社貴 中軍公．

卒贈開内侯次公夷殿前都指揮使知御前海鯨海馬海口海鶴海鴻等謙謹有父風安入内司馬参預朝政察

功 鰍謹謙

受之女玉詳公庭克遜公度久睦思道全美直友倶未冠女十三玉芳嫁．総知軍騎衛諸軍事参知政事贈入

功達功功功功導＝＝＝＝＝ ・・φ 加

内司馬亜侯玩魯皇太后之弟也玉葬妻太惇禦文霊之子入内侍省副都使知左班弘銃玉芝嫁太停裳汝覧． 
之子殿前都指揮副使知御前震雷軍．玉蓮嫁大司徒禦慎之子同知御前侍衛軍。．．玉蕊安贈列侯鄭

． 4’ 江 ．． 同知解薬嫁

可之子公穆玉茎．．玉惹玉祥玉菅玉醇玉蘭倶未算市貫之．玉芳玉芝皆郡夫人所生孫男五日騎悪麹

玉韮 貴公 出．

孔彰克篤思永女三玉宴玉温玉商皆嫁外女孫玉容玉原玉蹟皆玉芳所生也公夷得卜以聞九月辛巳勅入

賓 騎納蓉・出

内少尉参知政事察虚総五道送其喪侃管洞堂子居以模公之神既祖道上御城南送之以銭五千貫加贈朝

·~砂4砂

野成以震楽十月初七日乙卯葬子其郷之寅原銘 賛日

• •• 
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阪初草昧 朝気量昏 高祖奮輿 整頓乾坤 粛々忠定 経侯伊匹 辰野忠滑

皇

出提師律 文船銭馬 経暑四遅 攻城陥陣 有印累々 有綬若々 望聾殿口

岩

屡司管管 秋霜大節 烈日精忠 三朝脊傍 休戚依岡 辰属憂危 親承顧命

憂

日叡重扶 撃天力競 大度洪量 身保安危 社稜之功 一何罫々 公於成規

説

守市勿失 政尚清静 民以寧ー 脱辞繁務 茂賛化釣 謙々保終 久哉大成

允

帝日惇公 園之元老 宜毒宜康 渥読書論道 孝弟之恩 始終大義 郎典有加

悌

寵祭鮮億 難死猶生 来者無究 其徴斯銘

健

···································~砂······~’延寧六年己卯良月己未正奉大夫翰林承旨皐士知入侍皐生局兼知御前皐生局提奉併積山天福寺軽車

··························~’ 都尉臣庇直通奉大夫内密院事兼中書侍郎上騎都尉玩知堵同奉

··········································~’ 数社大壬成科進士中書省中書舎人兼知近侍祇候各局臣庇覚奉書検正臣庇過温奉築御前左班離経作

·············~’ 局侍衛人一灰亜明字院天椋奉刻
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察朝碑文集 阻 害実朝開国功臣関連碑文（ 2 ) （八尾）

く陳棺碑文〉

01 重修倍園公杷堂碑記井賛」

02 公姓陳詳棺昔魚饗開園功臣蒙賜園姓察今苗奇在瑞原曾欽者有杷堂在罵而修其堂之壇則籍子唐安

丹壁者是公十六世孫J

03 陳文嫡彪如鳩工於手良定日之壬成夏也本年春彪知陸寄春府太守既造堂拝謁愛持其先叔所得遺諸

罵所自誌公J

04 墳碑文来示余以請記其洞堂余因思嚢語圏史官知前察功臣中有公特異於人而史既無表出又不見諒

意、中震之不J

05 平則今就記以平之可也公吾清化梁江今瑞原際軍施今際施社人饗太祖起義平呉委質事之以爵位言則歴

授諒山安邦監軍民事又震」

06 宣光宣慰使又兼順化都総管歴由入内少保西道都督爵上智字揚武叶謀同徳推忠佐理功臣特進金紫

築様大夫入内検校J

07 大司馬平章軍園重事上柱園太惇悟園公卒賜誌忠静贈王爵封福神以勲勢言則禁兵初絢愛州明方政

屯捺曾欽茅爾山」

08 公攻援之得賜其地負来邑又奥禦盃攻破丘温城明人夜遁未幾顧興祖以兵五高来援至坂藍開公撃破

之輿祖大敗走還柳昇奉」

09 大兵二十万来公輿戟伴北誘至馬鞍山下伏兵起撃斬之己而官軍破陣斬梁銘遂檎崖緊黄福公有力駕

至仁皇延寧中命公」

10 奥察審守備中外城池淳皇光順初又輿雲寺列奉命撃琴蟹平之此皆互見於諸輿史至如公魚人若何署之

不見惟曾奏僻j

11 歳俸仁皇特賜戸五十治増給王公大臣俸銭公復進日常見民間苦迫一銭之微視之猶十臣乞僻斯言也

見載於史余深異之夫」

12 乱後之民慌惇必甚而嘗代功臣有類債者有貧猿者曾見其間人皆愛我家兄公濁念吾赤子此国史所未

聞也若公者J

13 素以武之不愛死能兼文之不愛銭太平属望正在乎此斯所謂銭中錯々者歎可佐者屯般試逆之禍生於

宮披以位居絶J

14 席身提禁主主諸臣耗不能摘愛況知公嘗日職在守備巡警於外也耶乃洪徳文臣撰光順中興記以此短公

震具臣亦是作者不敢J

15 直斥嘗塗以公既波而推時之耳後之史臣不見諒而録其記子史徒以一筆欠直坐令九原受在不其謬歎

且観察初陣崖功臣」

16 列上智爵凡五十二人策勲行封競第六等公蓋四之下二之中無以迭人也然諸公臣多不令終即令終而

其後亦多不援公則歴事j

17 四朝九十人歳寄終正配庇氏封園夫人所出二子長辞遇官至程部尚書爵敦恭伯次詳欄官太尉爵憶圏

公突葉替額十余」

18 年耗能保有洞堂又一在今河内之清廉武舎一在南定之務本度越皆人物蕃盛度越又有洞廟奉公欽蒙

19 本朝勅封而公墳在康施者霊気未駄今耗震靖族察庇二姓監守駕不但是也丹謹一支由曾欽迂者自太
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醤院公以後歴四世而J

20 秀登彪如堂叔陳文潟誠思於明命乙酉科登賢書歴官按察使至太僕寺卿嗣徳戊申科彪知纏登而誠思

哲嗣輝積居厚J

21 又由賢書膳辛亥宏詞科擢甲第同吉士出身今居厚歴翰垣入閣方奥彪如倶激昂青雲罵由此観之詩云

柴只君子保佑J

22 爾後此量具臣者得輿於斯哉縞以潟察之賢臣良持公其人難於生平操行不得其詳而但味一銭之言簡

便知九鼎J

23 之高佳蓋可因以知祥風和気之登於善念以街震甲族純糖者有所自来突然則尚論者可不授諸平情之

論以表出J

24 之以潟後世人臣居成功之鵠乎而況夫今也馬水非除鵬風可接誠思之求遺譜彪知之修洞堂欽佳一門

之追遠又足震吾J

25 州民徳時厚之標者乎此余所以記之之意也調堂坐入武傍江市前傭何奮貫也材木必棟良瓦蓋而軌培

日完也」

26 始祖奉公位以正中昭穆族世次歳春秋悲把不忘本也既又造祭器置把田池立族約世揮族内香目監守

以錆永遠計其J

27 支費銀八十雨銭四百緒併欽存照而重之以賛云 賛日J

28 悟園糾々佐命饗祖功等参百品超噌伍銭辞以心穀胎至今雲何秀愛 昭代華替四百徐載世遠地悠彼

廟貌粛此洞堂J

29 修茅口後時添馬前流堂奥之借香火千秋J

30 嗣徳上元甲子日長至前四日」

31 辛巳 恩科事人壬午曾乙梼原翰林院著作領清化督事潅費汝伯仕元立盟手記」

32 J 

33 J 

34 J 

35 ー把田秋田一所相連共ー畝五高東南近浦鬼庭夏田西北近小路嗣徳十七年十一月日本社契買取銭

納木項J

36 ー池一口一高齢在洞堂前本族原典本年九月日始蹟J

（広島大学大学院文学研究科助教授）
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